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表紙スケッチについて 

法人会 

郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 

平成24年6月号 

【第440号】 

　ただの腰痛だと思って約3週間。痛みを我慢してたら椎間板に菌が入っていた

らしい。 

　体重が激減。椎間板炎と診断されました。念の為、胃カメラで検査したら十

二指腸潰瘍も発見され緊急入院。原因は腰の痛みか？鎮痛剤のせいか？はたま

たストレスか？ 

　という訳で表紙にまでアナを空ける訳にもいかず、数年前に旅行したイタリ

アのフィレンツェの絵で穴埋めします。表紙がお手元に届くころには、退院し

ていることでしょう。 
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行
事
関
係
 

会
議
関
係
 

6月1日（金）14：00～ 

● パソコン講習会② 法人会館4Ｆ 

 

6月17日（日）9：30～ 

● 多摩川河川敷清掃活動（多摩川大橋～ガス橋間） 

 

6月26日（火）9：00～ 

● 女性部会バス見学会 東京スカイツリー　ほか 

 

6月26日（火）13：30～ 

● 新設法人説明会 法人会館4Ｆ 

 

6月28日（木）13：30～ 

● 決算法人説明会 消費者生活センター2Ｆ 

6月7日（木）16：30～ 

■ 青年部会役員会 法人会館6Ｆ 

 

6月19日（火）16：00～ 

■ 広報委員会 法人会館6Ｆ 

 

6月21日（木）16：00～ 

■ 女性部会役員会 法人会館6Ｆ 

 

6月28日（木）17：00～ 

■ 支部組織再編会議 法人会館6Ｆ 

……………………………1 

………………………………2 

…3 

…4～5 

……………………6

● 税務ニュース 

● 都税だより 

● 労務管理「労働条件明示」のすすめ／伊原 毅 

● 資金移動表により企業の支払い能力を知る 

● 経営時評／疋田文明 

 

● Take Five／宮下裕行 

● ラフォーレ倶楽部 

● 時間意識を高め成功する 

● 私のすすめる店／読者のひろば 

● デスクサイド／新入会員紹介 
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平成23年度（23年12月改正） 

法人税関係法令の改正について（抜粋） 
（経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律関係） 

法人税率の引下げ 

　法人税の税率が引き下げられました。（下表は普通法人の場合） 

＊中小法人とは、資本金の額又は出資金の額が1億円以下の法人をいいます。 
ただし、大法人との間に当該大法人による完全支配関係がある普通法人等については除かれます。 
※復興財源確保法により、平成24年4月1日から平成27年3月31日までの期間内に最初に開始する事業年度開
始の日から同日以後3年を経過する日までの期間内の日の属する事業年度については、各事業年度の所得の
金額に対する法人税の額に10％の税率を乗じて計算した復興特別法人税を、法人税と同じ時期に申告・納
付する必要があります。 

貸倒引当金の見直し 

　平成24年4月1日以後に開始した事業年度から適用法人が、①中小法人等、②銀行法第2条第1項に規定する
銀行、③保険業法第2条第2項に規定する保険会社、④銀行又は保険会社に準ずる一定の法人、⑤金融に関する
取引に係る金銭債権を有する一定の法人に限定されました。 
＊平成24年1月25日現在の法令に基づいています。 

欠損金の繰越控除制度等の見直し 

　青色申告書を提出した法人の平成20年4月1日以後に終了した事業年度において生じた欠損金の繰越期間が9
年（改正前は7年）となりました。 
　平成24年4月1日以後に開始する事業年度から、中小法人等以外の法人の青色申告書を提出した事業年度の
欠損金の繰越控除制度における控除限度額について、繰越控除をする事業年度の控除前所得の金額の100分の80
相当額とされました。 

定率法の償却率の見直し等 

　定率法の償却率が見直され、平成24年4月1日以後に取得をされた減価償却資産に適用される定率法の償却
率が、定額法の償却率を2倍（改正前2.5倍）にした償却率（200％定率法）に引き下げられました。 
　また、平成24年4月1日以後に取得をされた減価償却資産に適用される「保証率」及び「改定償却率」につい
ても、見直されました。 

詳しくは、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）の「平成23年度　法人税関係法令の改正の概要（経済社会

の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律関係）」を御参照ください。 

現　　　行 

平24.4.1前開始事業年度 平24.4.1から平27.3.31までの間に開始する事業年度 

改　正　後 

適用関係 

普通法人 
中小法人 

年800万円以下 年800万円以下 
30％ 
30％ 

－ 
18％ 

25.5％ 
25.5％ 

－ 
15％ 
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－都税についてのお知らせ－ 

商業地等に対する 
負担水準上限 
引下げ減額措置 
 
 
 
小規模非住宅用地
に対する減免措置 
 
 
 
 
小規模住宅用地に
対する軽減措置 
(都市計画税のみ) 
 
税額が前年度の1.1
倍を超える土地に
対する減額措置 
 
 
 
耐震化のための建
替えを行った住宅に
対する減免措置 
 
 
 
 
耐震化のための改
修を行った住宅に対
する減免措置 

負担水準※1が65％を超える商業地等※2 
※1負担水準…固定資産税の価格等に対する前年度

の課税標準額の割合 
※2商業地等…住宅用地以外の宅地等（店舗・工場の

敷地、駐車場など） 
 
一画地の面積が400㎡以下の非住宅用地 
（個人又は資本金等が1億円以下の法人が所有
する土地に限ります。） 
 
 
 
住宅１戸につき200㎡までの土地 
 
 
 
税額が前年度の1.1倍を超える土地 
 
 
 
 
 
昭和57年1月1日以前からある家屋を取り壊し、
当該家屋に代えて平成21年1月2日から平成
27年12月31日までの間に新築された住宅で
一定要件を満たすもの(新築マンションを購入
した場合も、要件に該当すれば減免されます。） 
 
昭和57年1月1日以前からある住宅で、平成
20年1月2日から平成27年12月31日までの
間に一定の耐震改修を行ったもの 

負担水準65％に相当する固定資産税・都市計画税
の税額まで軽減 
 
 
 
 
200㎡までの部分の固定資産税・都市計画税の2
割を減免 
 
 
 
 
都市計画税の2分の1を軽減 
 
 
 
平成24年度の固定資産税・都市計画税の税額が、
前年度の税額の1.1倍を超える場合に当該超える
額に相当する税額を減額 
なお、地積・利用状況等に変更があった場合、前年度の税額の
1.1倍を超えることがあります。 
 
新築後新たに課税される年度から3年度分の固定
資産税・都市計画税の全額を減免（減免の対象とな
る戸数は、建替え前の家屋により異なります。） 
 
 
 
改修完了日の翌年度分（1月1日完了の場合はその
年度分）から下記の期間について耐震減額適用後、
住宅１戸あたり120㎡相当分までの固定資産税・都
市計画税の全額を減免 

不　要 
 
 
 
 
 
申請が必要です 
（申請期限：平成24年12月28日） 
前年度に減免を受けた方で、用途を変
更していない方は、新たに申請する必要
はありません。 
 
不　要 
 
 
 
不　要 
 
 
 
 
 
申請が必要です 
申請期限は新築した年の翌々年（1月1
日新築の場合は翌年）の2月末日です。 
 
 
 
申請が必要です 
申請期限は改修完了後3ヶ月以内
です。 

【お問い合わせ先】 
主税局総務部総務課相談広報係　電話03（5388）2924

－都税についてのお知らせ－ 

東京都　主税局 検索 

固定資産税・都市計画税（23区内）の納税通知書は、6月1日（金）に発送します。  
〈納期限〉　平成24年7月2日（月） 
〈ご利用になれる納付方法・場所〉 
①金融機関※１・郵便局・都税事務所・都税支所・支庁の窓口 
②口座振替※2 
③コンビニエンスストア※3

④金融機関※１・郵便局の　　(ペイジー)対応のＡＴＭ※4、インターネットバンキング※4、モバイルバンキング※4

一部、都税の取扱いをしていない金融機関があります。 
お申込方法等の詳細は、主税局徴収部納税推進課口座振替係（03-5912-7520）へお問い合わせください。 
納付書１枚あたりの合計金額が30万円までのものが納付できます。 
○　　（ペイジーマーク）の入っている都税の納付書に限ります。 
○領収証書は発行されません（領収証書が必要な方は、金融機関等の窓口またはコンビニエンスストアでご納付ください。）。なお、ペイジーで納付
した場合に限り、「都税納税確認書」を発行していますので、ご希望の方は各都税事務所までご連絡ください。 
○新規にインターネットバンキングやモバイルバンキングをご利用する方は、事前に金融機関へのお申込みが必要です。 
○保守点検作業のため、一時的にご利用できない場合があります。詳しくは、主税局ホームページ（http://www.tax.metro.tokyo.jp/）の「都税の
納税等について」をご覧ください。 

※1 
※2 
※3 
※4

【利用可能なコンビ二エンスストア】 
くらしハウス　ココストア　コミュニティ・ストア　サークルＫ　サンクス　スリーエイト　スリーエフ　生活彩家　セブン-イレブン　デイリー
ヤマザキ　ファミリーマート　ポプラ　ミニストップ　ヤマザキデイリーストアー　ローソン　MMK設置店（コンビ二以外の店舗を含む。ただし、
無人端末は除く。） 

＊領収証書及びレシートを必ず受け取り、大切に保管してください。 

固定資産税・都市計画税の納税には、安心便利な口座振替をご利用ください。 
　お申込みは、口座振替を開始しようとする月の前月の１０日までに、納税通知書に同封されているハガキでお申込みください。また、依頼書は
主税局ホームページからもダウンロードできますので、そちらもご利用ください。 
（平成24年8月10日（金）までにお申込みいただくと、9月の第2期分から口座振替をご利用いただけます。） 

〈口座振替のお問い合わせ先〉 
主税局徴収部納税推進課口座振替係（03-5912-7520） 

【お問い合わせ先】土地・家屋が所在する区にある都税事務所 

改修完了日 
平成20年1月2日～平成21年12月31日 
平成22年1月1日～平成24年12月31日 
平成25年1月1日～平成27年12月31日 

減免期間 
3年間 
2年間 
1年間 

項　　　目 軽減の対象 軽減の割合等 申　　　請 

・・・ ・・・ 
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【経営理念】中小企業において経営者・従業員双方に
とってよりよい企業環境を創造し、人的資源を有効活
用できるよう一緒に考え、企業繁栄の一助となること。
「経営者のよき相談相手」が私の仕事と思っています。  
■社会保険労務士　伊原毅事務所  
●東京都社会保険労務士会理事 
●東京都社会保険労務士会大田支部支部長 

特定社会保険労務士 

伊原 毅 
（いはらたけし） 

　
東
京
労
働
局
の
定
期
監
督
に
お
い

て
毎
年
違
反
事
項
と
し
て
指
摘
さ
れ

る
も
の
は
「
労
働
時
間
」
「
割
増
賃

金
」
「
就
業
規
則
」
「
労
働
条
件
明

示
」
な
ど
が
あ
り
、
不
動
の
４
違
反

事
項
で
あ
る
。
定
期
監
督
と
は
、
労

働
基
準
監
督
官
が
立
入
監
督
す
る
も

の
で
、
い
わ
ゆ
る
臨
検
と
よ
ば
れ
違

反
事
項
が
あ
れ
ば
「
是
正
勧
告
」
、

法
違
反
で
は
な
い
が
改
善
が
必
要
な

事
項
は
「
指
導
票
」
が
交
付
さ
れ
ま

す
。
 

　
労
働
基
準
法
第
15
条
に
「
労
働
条

件
の
明
示
」
の
条
文
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
労
働
契
約
締
結
の
際
に
労
働

者
に
対
し
て
「
賃
金
」
「
労
働
時
間
」

に
関
す
る
事
項
及
び
「
労
働
契
約
期

間
」
「
就
業
場
所
」
「
退
職
」
等
に

関
す
る
事
項
を
書
面
（
雇
入
通
知
書
）

交
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
こ
れ
ら
の
明
示
事
項
と
現
実
の
労

働
条
件
に
相
違
が
あ
っ
た
場
合
は
、

労
働
者
は
即
時
に
労
働
契
約
を
解
除

で
き
、
ま
た
就
業
の
た
め
に
住
居
を

変
更
し
契
約
解
除
日
か
ら
十
四
日
以

内
に
帰
郷
す
る
場
合
は
使
用
者
に
旅

費
の
負
担
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
 

　
皆
さ
ん
は
、
新
規
に
採
用
し
た
社

員
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ

ー
等
に
「
労
働
条
件
の
明
示
」
「
雇

入
通
知
書
の
交
付
」
は
お
こ
な
っ
て

お
り
ま
す
か
？
 

　
私
の
記
憶
に
よ
れ
ば
二
十
年
前
に

は
定
期
監
督
に
お
い
て
「
労
働
条
件

の
明
示
」
の
是
正
勧
告
は
少
な
か
っ

た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。
 

　
近
年
の
労
務
ト
ラ
ブ
ル
の
な
か
で
、

求
人
票
や
採
用
面
接
の
際
の
労
働
条

件
と
実
際
の
労
働
に
差
異
が
で
て
問

題
と
な
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
求
人
票
で
は
限
ら
れ
た
ス
ペ

ー
ス
の
中
で
魅
力
あ
る
募
集
に
す
る

こ
と
に
よ
り
応
募
者
が
多
く
な
る
よ

う
記
載
し
た
事
項
に
誤
解
を
生
む
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
面
接
で
も
「
も
し

…
な
ら
…
に
な
り
ま
す
」
的
な
良
い

ケ
ー
ス
の
過
程
を
話
し

た
こ
と
が
か
え
っ
て
誤

解
を
生
み
ま
す
。
採
用

が
決
ま
り
契
約
の
際
に

は
、
双
方
で
労
働
条
件

の
再
確
認
を
し
、
社
員

等
に
確
認
の
サ
イ
ン
を
も
ら
う
こ
と

で
、
あ
る
程
度
の
ト
ラ
ブ
ル
回
避
に

も
な
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
労
務
ト
ラ
ブ
ル
の
際
に
は
、

採
用
の
際
の
労
働
条
件
の
確
認
（
地

域
限
定
・
職
種
限
定
採
用
を
含
め
）

の
為
に
使
用
頻
度
が
増
え
て
い
ま
す
。
 

　
最
近
私
は
、
服
務
規
程
的
な
誓
約

書
付
労
働
条
件
通
知
書
を
勧
め
て
い

ま
す
。
就
業
規
則
等
の
作
成
義
務
が

な
い
会
社
で
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以

外
の
会
社
で
も
使
い
勝
手
が
い
い
よ

う
に
思
っ
て
い
ま
す
。
服
務
規
程
・

個
人
情
報
漏
え
い
規
程
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
要
素
を
記
載
し
た
誓
約
書
は

中
小
零
細
企
業
を
問
わ
ず
、
必
須
で

す
。
い
ま
一
度
書
類
の
整
備
を
見
直

し
て
、
ト
ラ
ブ
ル
回
避
術
を
確
認
す

る
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。
 

「
労
働
条
件
明
示
」

「
労
働
条
件
明
示
」の
す
す
め
 

「
労
働
条
件
明
示
」

「
労
働
条
件
明
示
」の
す
す
め
 

「
労
働
条
件
明
示
」の
す
す
め
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経営ジャーナリスト 

疋田 文明 

評 時 営 経 評 時 営 経 

　
厳
し
い
状
況
の
中
で
も
、
い
い

業
績
を
残
し
て
い
る
企
業
の
共
通

項
は
、
業
種
・
業
態
を
問
わ
ず
、

組
織
ぐ
る
み
で
知
恵
を
出
し
、
そ

れ
を
行
動
に
移
し
て
い
る
と
こ
ろ

に
あ
る
。
 

　
筆
者
が
そ
ん
な
指
摘
を
す
る
ま

で
も
な
く
、
経
営
者
の
皆
さ
ん
は
、

知
恵
が
大
切
な
こ
と
は
先
刻
ご
承
知

で
あ
り
、
「
考
え
ろ
、
知
恵
を
出
せ
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
こ
ら
れ
た
に
違
い

な
い
。
と
こ
ろ
が
現
実
は
ど
う
だ
ろ

う
か
。
 

「
い
く
ら
い
っ
て
も
知
恵
が
出
て
こ

な
い
」
と
嘆
く
経
営
者
が
圧
倒
的
に

多
い
は
ず
だ
。
で
は
、
ど
う
す
れ
ば

知
恵
は
出
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。
 

  　
ま
ず
は
、
可
能
な
限
り
、
指
示
・

命
令
を
出
さ
な
い
こ
と
。
指
示
・
命

令
を
出
す
こ
と
は
、
考
え
ず
に
や
れ
、

と
い
う
こ
と
と
同
じ
な
の
だ
。
指
示
・

命
令
を
多
発
し
な
が
ら
、
一
方
で
考

え
ろ
と
い
う
の
は
矛
盾
も
は
な
は
だ

し
い
。
 

　
た
だ
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
出
て
く

る
知
恵
に
限
界
が
あ
る
。
次
に
や
る

べ
き
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
単
純

な
問
い
を
発
す
る
こ
と
だ
。
い
ま
の

ま
ま
で
い
い
の
か
、
違
う
方
法
は
な

い
の
か
ど
う
か
、
常
に
問
い
を
投
げ

か
け
れ
ば
、
必
然
的
に
、
部
下
は
考

え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
 

　
し
か
し
、
そ
こ
ま
で
や
っ
て
も
、

無
限
の
知
恵
と
い
う
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
で
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。

そ
の
答
え
は
、
二
五
〇
〇
年
も
前
に
、

孔
子
が
教
え
て
く
れ
て
い
る
。
孔
子

は
、
「
論
語
」
の
中
に
次
の
よ
う
な

言
葉
を
残
し
て
い
る
。
 

「
私
は
（
孔
子
）
以
前
、
一
日
中
食

事
も
せ
ず
、
一
日
中
寝
も
し
な
い
で

考
え
た
こ
と
が
あ
る
が
、
む
だ
で
あ

っ
た
。
学
ぶ
こ
と
に
は
及
ば
な
い
ね
」

（
『
論
語
・
衛
霊
公
篇
）
 

　
孔
子
の
よ
う
な
人
物
で
も
、
ひ
た

す
ら
考
え
込
む
だ
け
で
は
、
な
に
も

得
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
学
習
に
勝
る

も
の
は
な
い
と
い
う
。
知
恵
を
出
そ

う
と
思
え
ば
、
そ
の
前
段
階
と
し
て

の
学
習
が
不
可
欠
な
の
だ
が
、
こ
の

こ
と
が
理
解
で
き
て
い
な
い
経
営
者

が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

  　
学
習
が
あ
っ
て
こ
そ
の
知
恵
な
の

だ
が
、
そ
の
こ
と
を
見
事
に
説
明
し

て
い
る
先
人
が
い
る
。
そ
の
人
は
、

「
日
本
人
と
ユ
ダ
ヤ
人
」
「
帝
王
学
」

「
人
望
の
研
究
」
等
々
の
著
書
で
知

ら
れ
る
山
本
七
平
さ
ん
だ
。
山
本
さ

ん
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
 

「
質
の
い
い
記
憶
の
量
を
増
や
せ
ば

増
や
す
ほ
ど
、
そ
の
人
間
の
発
想
の

総
量
は
増
え
て
い
く
。
天
才
と
は
、

普
通
の
人
が
結
び
つ
か
な
い
と
思
っ

て
い
る
い
く
つ
か
の
概
念
を
結
び
つ

け
る
こ
と
の
で
き
る
人
だ
が
、
天
才

と
い
え
ど
も
、
結
び
つ
け
う
る
べ
き

諸
概
念
を
持
っ
て
い
な
い
限
り
新
し

い
発
想
は
で
て
こ
な
い
」
 

　
二
〇
〇
八
年
に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学

賞
を
受
賞
し
た
益
川
敏
英
さ
ん
は
、

受
賞
対
象
に
な
っ
た
ア
イ
デ
ア
は
、

風
呂
に
入
っ
て
い
る
と
き
に
ひ
ら
め

い
た
、
と
話
し
て
い
た
。
本
当
に
そ

う
な
の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
は
一
日

中
風
呂
に
入
っ
て
い
れ
ば
、
ノ
ー
ベ

ル
賞
を
受
賞
で
き
る
の
か
と
い
え
ば
、

そ
ん
な
こ
と
は
絶
対
に
な
い
。
益
川

さ
ん
の
頭
の
中
に
は
、
質
の
い
い
記

憶
が
山
の
よ
う
に
あ
り
、
そ
れ
が
た

ま
た
ま
風
呂
に
入
っ
て
い
る
と
き
に

結
び
付
い
た
に
す
ぎ
な
い
の
だ
。
 

　
昨
年
亡
く
な
っ
た
ス
テ
ィ
ー
ブ
・

ジ
ョ
ブ
ス
は
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大

学
の
学
生
相
手
の
講
演
で
、
「
点
と

点
を
つ
な
ぐ
」
こ
と
の
大
切
さ
を
説

い
た
あ
と
、
「
点
と
点
が
将
来
ど
こ

か
で
つ
な
が
る
と
信
じ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
」
と
話
し
て
い
る
。
ス
テ

ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ス
の
い
う
点
は
、

山
本
さ
ん
の
質
の
い
い
記
憶
と
同
じ

と
考
え
て
間
違
い
な
い
。
 

　
い
く
ら
学
習
を
積
み
重
ね
て
も
、

す
ぐ
に
い
い
知
恵
が
出
て
く
る
と
は

限
ら
な
い
。
し
か
し
、
い
つ
か
つ
な

が
る
と
信
じ
て
、
質
の
い
い
記
憶
を

積
み
か
さ
ね
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ

と
考
え
た
い
。
 

　
私
事
で
恐
縮
だ
が
、
子
供
が
小
さ

か
っ
た
こ
ろ
に
、
「
な
ぜ
勉
強
し
な

い
と
い
け
な
い
の
か
」
と
聞
か
れ
、

私
自
身
勉
強
が
嫌
い
だ
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
答
え
に
窮
し
た
こ
と
が
あ

る
。
 

　
し
か
し
、
山
本
さ
ん
の
考
え
を
知

っ
た
い
ま
な
ら
違
う
。
同
じ
質
問
を

さ
れ
れ
ば
、
「
勉
強
す
る
と
、
色
々

な
知
恵
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て
、

人
生
が
楽
し
く
な
る
か
ら
だ
」
と
、

自
信
を
も
っ
て
答
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
子
供
が
成
人
し
た
後
に
気
付
い

て
も
い
た
し
か
た
な
い
と
は
思
う
が
。
 

評 時 営 経 評 時 営 経 
学
習
な
く
し
て
知
恵
は
出
て
こ
な
い
 

点
と
点
を
む
す
び
つ
け
る
 

孔
子
の
教
え
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六
月
で
す
。
国
税
で
は
、
こ
の
六

月
が
毎
年
の
事
務
年
度
の
終
了
月
と

な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
各
々
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
こ
の

月
に
今
事
務
年
度
の
実
績
の
取
り
ま

と
め
を
行
う
と
と
も
に
、
来
事
務
年

度
に
お
け
る
方
向
性
を
表
明
す
る
時

期
に
も
な
り
ま
す
。
 

 定
期
株
主
総
会
の
開
催
 

　
と
こ
ろ
で
、
六
月
の
下
旬
と
も
な

り
ま
す
と
、
多
く
の
公
開
会
社
で
は

定
時
株
主
総
会
を
開
催
す
る
時
期
と

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
、
大
体
同
じ

よ
う
な
日
に
。
 

　
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ

あ
る
よ
う
で
す
が
、
公
開
会
社
で
は
、

そ
う
し
た
総
会
を
特
定
の
日
に
集
中

さ
せ
る
こ
と
で
、
で
き
る
だ
け
総
会

屋
と
い
わ
れ
る
人
た
ち
の
出
席
を
実

質
的
に
排
除
し
総
会
を
円
滑
に
進
め

た
い
、
と
す
る
論
理
が
働
い
て
い
る

か
ら
で
は
な
い
か
、
と
い
っ
た
考
え

方
が
一
般
的
だ
そ
う
で
す
。
 

　
一
年
間
の
業
績
に
「
け
ち
を
つ
け

ら
れ
る
」
こ
と
も
な
く
、
ま
た
、
次

の
年
度
に
対
す
る
方
針
も
「
し
ゃ
ん

し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
」
と
ス
ム
ー
ズ
に
了

承
し
て
も
ら
い
、
早
め
に
終
わ
っ
て

ほ
し
い
と
す
る
企
業
側
の
思
い
は
十

分
に
分
か
り
ま
す
。
 

　
し
か
し
最
近
で
は
、
世
間
で
い
わ

れ
る
と
こ
ろ
の
「
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
総

会
」
の
影
響
が
あ
る
の
か
ど
う
か
定

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
総
会
後
に
、

一
般
の
個
人
株
主
等
に
大
き
な
ダ
メ

ー
ジ
を
与
え
る
事
態
も
起
き
て
い
る
、

と
の
報
道
も
あ
り
ま
す
。
 

　
近
年
、
会
社
法
の
施
行
に
伴
い
、

今
ま
で
以
上
に
会
社
経
営
の
健
全
性

の
確
保
、
そ
れ
に
株
主
や
会
社
債
権

者
の
保
護
等
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

法
人
は
正
に
そ
の
要
請
に
こ
た
え
、

一
年
間
の
業
績
説
明
と
次
期
の
方
針

説
明
を
き
ち
ん
と
行
う
責
務
が
あ
る

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
 

  　
で
も
、
そ
ん
な
な
か
で
こ
う
い
っ

た
ご
意
見
も
耳
に
し
ま
す
。
 

　
「
そ
れ
は
分
か
っ
て
い
る
の
だ
が
、

こ
れ
ほ
ど
変
動
が
激
し
く
先
の
見
え

な
い
と
き
は
、
今
を
ど
う
す
る
か
が

一
番
の
問
題
で
、
先
の
こ
と
ま
で
な

か
な
か
・
・
・
」
 

　
現
に
、
定
時
株
主
総
会
で
今
後
の

役
員
給
与
の
額
を
決
め
た
も
の
の
、

そ
の
期
の
途
中
で
法
人
の
経
営
状
況

が
悪
化
し
た
の
で
役
員
給
与
の
減
額

を
し
た
い
、
と
す
る
法
人
も
あ
る
と

の
話
を
聞
き
ま
す
。
 

　
税
務
上
も
、
「
経
営
の
状
況
が
著

し
く
悪
化
し
た
こ
と
そ
の
他
こ
れ
に

類
す
る
理
由
」
の
あ
る
場
合
に
、
そ

の
期
の
途
中
で
役
員
給
与
を
減
額
せ

ざ
る
を
得
な
い
と
き
は
、
税
法
の
定

め
て
い
る
方
法
に
よ
っ
て
い
れ
ば
、

い
わ
ゆ
る
定
期
同
額
給
与
と
し
て
の

取
扱
い
を
認
め
て
い
ま
す
。
 

　
こ
う
し
た
対
応
も
現
実
的
要
請
の

た
ま
も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
か
。
 

  

　
日
本
で
は
旧
暦
の
六
月
を
一
般
に

「
水
無
月
（
み
な
づ
き
）
」
と
呼
ん

で
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
現
在
で
は

こ
の
呼
び
名
を
新
暦
の
六
月
の
別
名

と
し
て
も
用
い
て
い
ま
す
。
 

　
水
無
月
の
由
来
に
は
諸
説
あ
る
よ

う
で
、
文
字
通
り
、
梅
雨
が
明
け
て

水
が
枯
れ
て
無
く
な
る
月
と
す
る
も

の
も
あ
れ
ば
、
水
無
月
の
「
無
」
は

「
の
」
と
い
う
意
味
の
連
体
助
詞

「
な
」
で
あ
っ
て
、
「
水
の
月
」
と

い
う
意
味
だ
と
す
る
説
も
あ
り
ま
す
。
 

　
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
六
月
は
「
水
」

と
関
係
が
あ
る
月
と
い
う
こ
と
な
の

で
し
ょ
う
。
水
は
す
べ
て
の
生
命
体

の
源
だ
と
す
る
と
、
こ
の
六
月
は
す

べ
て
の
始
ま
る
月
と
で
も
い
え
る
で

し
ょ
う
か
。
 

　
菖
蒲
（
あ
や
め
）
も
杜
若
（
か
き

つ
ば
た
）
も
六
月
の
季
語
で
す
。
 

　
「
い
ず
れ
が
ア
ヤ
メ
か
カ
キ
ツ
バ

タ
」
と
い
う
慣
用
句
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
意
味
は
、
ど
れ
も
す
ば
ら
し
く

優
劣
が
つ
け
が
た
い
と
い
っ
た
も
の

で
す
。
 

　
そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
し
て
も
、

六
月
は
「
意
義
の
あ
る
月
」
と
思
わ

れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。
 

　
現
実
を
認
識
し
、
先
の
こ
と
も
考

え
て
こ
の
六
月
と
向
き
合
っ
て
い
く
。

今
の
自
分
を
省
み
て
、
こ
れ
か
ら
ど

う
し
て
い
く
の
か
を
思
い
や
る
月
、

そ
れ
が
こ
の
六
月
で
し
ょ
う
か
。
 

Take FiveTake Five
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催
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「
労
働
条
件
明
示
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す
す
め
 

「
労
働
条
件
明
示
」の
す
す
め
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三喜屋畜産商事株式会社 
■　場　　所：大田区東糀谷2－14－20 
■　電　　話：03－3743－4129 
■　営業時間：8：00～20：00 
■　定 休 日：日曜日・祭日 

大鳥居駅 
京急羽田空港線 

環 状 八 号 線  

産
業
道
路
 

高野病院 
● 

本屋● 

●ガスト 

ココ 

　
京
浜
急
行
羽
田
空

港
線
大
鳥
居
駅
か
ら

産
業
道
路
を
大
森
方

面
に
向
か
い
、
徒
歩

三
分
程
歩
い
た
大
鳥

居
商
店
街
に
あ
る
地

元
で
は
有
名
な
お
肉

屋
さ
ん
で
す
。
 

　
パ
ッ
ク
詰
め
と
違
っ
て
、
目
で
品
物
を
確
か
め
、

好
み
の
量
を
買
い
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
数
少
な

い
お
店
で
す
。
 

　
品
質
・
鮮
度
は
抜
群
で
す
。
ま
た
、
お
弁
当
も

販
売
し
て
お
り
、
地
元
の
大
手
の
会
社
へ
手
作
り

弁
当
を
毎
日
配
達
し
て
い
て
大
変
評
判
で
、
昼
時

は
長
蛇
の
列
が
出
来
る
程
の
人
気
で
す
。
 

　
女
性
部
会
の
元
役

員
の
布
川
さ
ん
の
お

店
で
、
ご
本
人
は
裏

方
で
ご
子
息
や
従
業

員
を
支
え
て
い
ま
す
。

お
肉
の
他
、
贈
答
品

等
も
あ
り
是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
 

〈
吉
川
弥
智
子
　
記
〉
 

←蒲田 羽田空港→ 
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◆支部名 

東矢口 

羽田2 
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　〃 
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　〃 

羽田旭町 

◆法人名 

東和グラビヤ印刷㈱ 

㈲羽田合成樹脂工業所 

㈱石井八英電機 

㈲磯崎家 

㈲唐沢牛乳店 

㈲鳶昭和組 

内湾警備㈱ 

㈲小だるま昇平 

㈱中島製作所 

酒匂土地管理㈲ 

㈲むら又 

㈲高橋フライス 

荏原環境プラント㈱ 

◆住所 

下鶴間2-11-10 

羽田4-5-3 

羽田4-10-4 

羽田4-11-7 

羽田4-11-7 

羽田4-17-15 

羽田5-5-4 

羽田5-6-25 

羽田5-12-6 

羽田5-13-10 

羽田6-1-2 

羽田6-24-6 

羽田旭町11-1

◆業種 

グラビア印刷 

プラスチック射出成形 

電気設備販売業 

菓子製造販売 

飲食業 

海上警備業 

海上警備業 

飲食業 

輸送機製造 

不動産管理業 

不動産貸付 

機械加工 

建設業 

新
入
会
員
の
皆
さ
ま
で
す
 

 
平
成
24
年
1
月
〜
3
月（
支
部
順
） 

（その2） 

　
私
の
生
ま
れ
は
、
群
馬
県
勢
多
郡
黒
保
根
村

（
現
在
は
桐
生
市
に
合
併
）
と
い
う
と
こ
ろ
で

す
。
 

　
先
日
、
五
十
二
年
前
に
卒
業
し
た
黒
保
根
中

学
校
の
同
窓
会
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
当
日
は
、
卒
業
生
の
約

半
数
に
あ
た
る
四
十
名
ほ

ど
が
出
席
し
ま
し
た
。
 

　
卒
業
以
来
の
人
も
い
ま

し
た
が
、
お
互
い
名
札
を

付
け
て
い
る
の
で
、
よ
く

見
る
と
皺
や
髪

の
毛
は
変
っ
た

け
れ
ど
、
昔
の

面
影
は
変
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
 

　
当
時
の
懐
か

し
い
話
に
花
を

咲
か
せ
、
時
間

が
経
つ
の
も
忘

れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
 

　
当
然
一
次
会
で
は
収
ま
ら
ず
、
二

次
会
へ
。
カ
ラ
オ
ケ
も
盛
り
上
が
り
、

デ
ュ
エ
ッ
ト
曲
や
「
故
郷
」
「
春
が

来
た
」
「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
「
箱

根
八
里
」
等
々
を
皆
で
合
唱
し
、

結
局
寝
た
の
は
午
前
一
時
過
ぎ
で
し
た
。
 

　
翌
日
は
、
小
学
校
の
時
の
担
任
の
先
生
も
出

席
さ
れ
、
一
緒
に
草
木
ダ
ム
公
園
で
花
見
の
会

を
催
し
ま
し
た
。
 

　
満
開
の
桜
の
下
で
、
団
子
を
食
べ
た
り
甘
酒

を
飲
ん
だ
り
、
記
念
写

真
を
撮
っ
た
り
と
、
昨

夜
の
続
き
が
始
ま
り
ま

し
た
。
 

　
昔
の
記
憶
が
次
々
と

蘇
り
、
話
し
は
エ
ン
ド

レ
ス
。
次
回
の
開
催
を

約
束
し
、
惜
し
み
な
が

ら
散
会
と
な
り
ま
し

た
。
同
窓
会
っ
て
い
い

で
す
ネ
。
 〈

I
・
M
〉
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